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1． Nano-JASMINE概要

Nano-JASMINEは国立天文台で計画されているJASMINEという衛星の機能実証を行う衛星です。JASMINE自体は数トン級の大型衛星ですが、同様の観測手法・データ処理手法を数十センチ、数キログラム級の小型衛星（Nano-Satellite）で検証します。
JASMINEは赤外線によって私たちの天の川銀河を観測する衛星です。主にバルジ上に存在する星々の位置や固有運動を求めることで、銀河の構造や形成史の解明に貢献します。また、副産物として恒星の位置を記録したスターマップの精度向上が望めます。
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Nano-JASMINEではJASMINEの観測手法である、「ニューテーション運動と二方向同時観測による星像中心の決定」を行います。軌道はピギーバッグによる打上げを目指し、低軌道の太陽同期軌道を想定しています。これはJASMINEの軌道である太陽－地球ラグランジュ２ポイントに比べて擾乱が大きい、蝕があるため熱的に不安定、地球が観測視野に入ってしまう、などの欠点がありますが、通信に必要な電力が少なくてすむほか、何より打ち上げ機会が多く望めることがピギーバッグ衛星にとってのメリットとなっています。
2． 技術的課題
2．1 姿勢制御

Nano-JASMINEはニューテーション運動をしていますが、そのスピン周期はスピンによる姿勢安定を図るには遅く、三軸制御の必要があります。また、求められる姿勢安定精度も、観測精度の要求から非常に厳しいものになっています。
一般の衛星ならば大型の制御機構を搭載して精度を上げられるところですが、小型衛星の数十センチという限られたリソースの中で、いかにミッション要求を満たせるか、という点が重要です。
2．2 熱制御

観測を行う光学系は熱に対して非常に敏感です。微妙な温度変化でもレンズの歪みから光軸が変化し、観測制度が落ちてしまいます。また、レンズで集められた星からの光子数を測定するCCDの動作温度が－50℃以下のため、光学系全体を低温に保たなければなりません。
Nano-JASMINEでは太陽光による熱から光学系を守るための遮光膜を展開するほか、光学系とそれ以外のバス部を熱的に完全に分離することで、安定な熱環境の実現を目指します。
しかし、低軌道ということで地球からのアルベドも無視できず、なおいっそうの工夫が要されるところです。
3． 開発履歴
· 国立天文台からMini-JASMINEの共同開発の話が来る（2003年初頭）
· 中須賀研・町田研のB4がMini-JASMINEをアレンジしたASAGAOで衛星設計コンテストに優勝（2003年5月～10月）
· 衛星の規模を考慮して、Mini-JASMINEをNano-JASMINEに改名。（2003年度後半）
· 卒論で制御系の検討（2004年度）
